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協同組合Notice

京都住宅助成制度創設推進協議会が発足

　10月27日、京都ガーデンパレスにおいて「京都住宅助成制度創設推進協議会」が発
足しました。住宅助成制度は、住民の住宅の増改築工事に対して、行政が一定の補助
を行うものです。京都府内では現在、与謝野町と京丹波町で実施され、その経済効果
によって地元の建設業者が元気づいています。
　建設関連団体（協同組合）では、京都府や京都市など行政と共に行う創設作業を目
指しています。これまでになく幅広い業界13団体によって発足した今回の協議会は、
その創設作業への第一歩ともいえます。それ故に、建設産業の活性化の糸口が見えず
腐心する関係者とって、京都経済の疲弊克服に一縷の光明を見せてくれる協議会の動
きに期待が高まっています。
　協議会の発足に至るまで、いろんな立場や角度から議論をしてきました。制度の内
容としても、①耐震工事やバリアフリー工事の既存の助成制度の利用を増やすために
も、工事メニューの拡大は必至、②工事を地元業者に限定することが地域経済の活性
化につながる、が議論の中心でした。
　なお、協議会の加盟団体および賛同団体は次のとおりです。
〈加盟団体〉京都府瓦工事協同組合、京都府管工事工業協同組合、全京都建設協同組合、
京都府電気工事工業協同組合、京都府電気工事工業組合、京都府塗装工業協同組合、
京都府板金工業組合、京都表具協同組合、京都畳商工協同組合、全京都企業組合連
合会、京都府商工団体連合会、全京都建築労働組合、京都中小企業団体連絡会

〈賛同団体〉京都土木協同組合、京都建具協同組合

木造住宅の耐震化促進講習会／建設工事事業部

　京都府が主催する「木造住宅の耐震化促進講習会」に参加しました。予測される花
折断層地震では、最大震度７規模で死者は約6,900人、傷者約７万4,400人、約14万
8,400棟の全壊家屋が発生し、半壊まで含めると約11万4,200棟の家屋が被害を受ける、
と京都府は想定しています。
　平成７年の阪神淡路大震災では、家屋・家具などの倒壊による圧迫死は、全体の88
％にあたる4,831人でした。京都府では、耐震性を満たす住宅の比率を現在の103万戸
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室内装飾仕上 クロス、表装、床施工、ダイノックシートガラスフィルム、障子張り、カーテン
ブラインド、キッチンパネル施工

畳・ふすま・インテリア畳・ふすま・インテリア

土木工事関係

建築工事関係

鉄・アルミ･ステンレス・耐候性鋼材まで幅広く取り扱っております。
金属に関することなら何でもお気軽にご相談ください。
また、通販にてアルミ庇・アイデア商品等多数販売しております。
まずは当社ホームページをご覧ください。
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（74％）から平成27年に90％とする目標を掲げ、耐震診断への補助を行っています。
また耐震診断で補強工事が必要となれば、木造住宅で最高90万円の改修補助金の支援
制度も設けています。しかし現在まだまだ利用が少なく、府はさらなる活用を呼びか
けています。コストを意識した耐震改修のポイントは、①押入廻りの壁を活用する、
②室内でも天井、床を撤去せずに耐震壁を設置する方法がある、③補強壁をバランス
よく配置し、ホールダウン金物の使用を避ける、④仕口接合金物の選定はＮ値計算を
用いれば、金額も抑えられ、工務店の受注確保にもなる、とのことでした。
 （城戸猛志）

季節到来！業務用石油ストーブ／共同購入

DAINICHIブルーヒーターがお買い得！

FM-₁₀₄F　特価₆₅，₁₀₀円（希望小売価格₉₄，₂₉₀円）
　 温風＆放射２ウェイパワフル暖房、わずか80秒のスピード着火、温風ファン、熱くな
らない天板、暖房めやす木造26畳・コンクリート35畳、本体16.4㎏、油タンク13ℓ

FM-₁₉₄F　特価₇₁，₄₀₀円（希望小売価格₁₀₄，₇₉₀円）
　 広い空間を暖めるハイカロリータイプ、温風ファン、熱くならない天板、暖房めや
す木造47畳・コンクリート65畳、本体19.0㎏、油タンク19ℓ

FM-₁₉₄N　特価₆₈，₂₅₀円（希望小売価格₉₉，₅₄₀円）
　 放射によるじんわり暖めタイプ、暖房めやす木造47畳・コンクリート65畳、本体
18.3㎏、油タンク19ℓ、（天板は熱くなります）

Mikasa製品も特別価格でご提供

プレートコンパクター MVC-F₆₀（L）　特価₁₂₁，₈₀₀円（希望小売価格₂₃₅，₂₀₀円）
　重量66㎏、防振性に優れたハンドル採用
タンピングランマー MT-₅₅L　特価₁₉₃，₂₀₀円（希望小売価格₃₆₇，₅₀₀円）
　重量62㎏
コンクリートカッター MCD-₀₁₂　特価₁₅₁，₂₀₀円（希望小売価格₂₃₃，₁₀₀円）
　重量51㎏
　窓口は、洛西センター（石野）・洛南事務所（葉狩）です。よろしくお願いいたします。

観光都市京都！／文化財事業

　年間多くの観光客が訪れる世界の観光都市京都は、多数の既成仏教の総本山が集ま
る宗教都市でもあります。京都市には406の神社、1,681の寺院など約2,400の宗教法
人が点在しています。その多くが文化財に指定されたり、文化財を保有しています。
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社寺をはじめ社寺を取り巻く町衆らが文化財の維持、保存に協力し、地域と共に守り
受け継いできました。京都はまた文化財のある町として、宗教的、歴史的、文化的発
展を遂げてきました。その結果、年間5,000万人を超える観光客を集める観光都市に
もなりました。
　これら京都における文化財を会場としたイベントも数多く企画されていて、最近で
は二条城の「一口城主」や世界から予約が殺到している「二条城婚」、平安神宮の「紅
さくらコンサート」などもその一つです。ただ、一般のイベントとは異なり、イベン
ト関係者に対する心構えが強く求められています。イベント用の設備などは全て仮設
とされ、全て無傷で現状復旧できること、大切な文化財を預かり次代へ継承・伝達す
る…など、特別な配慮、特別なテクニックが求められます。さらにイベント関係者に
は、主会場となる場所の歴史的背景や意味合いを熟知し、イベント内容がその歴史的
存在に適合したものであることも要求されます。
　特別公開などもその寺社のイベントの一つであり、この秋冬に数多くの特別公開が
予定されています。多くは紅葉シーズンの11月に集中していますが、12月に入っても
まだまだ予定されています。その一部を紹介しておきます。今年も残り少なくなって
きました。新年を迎える前に心静かな散策をお勧めします。
○ 天龍寺塔頭・宝厳院…嵐山を巧みに取り入れた「回遊式山水庭園の特別公開」12月
18日まで
○細見美術館…三井家ゆかりの漆器を関西で初公開「華麗なる京蒔絵」１月29日まで
○ 幕末維新ミュージアム・霊山歴史館…土佐勤王党と龍馬の関係資料約100点を一挙
公開「龍馬と土佐の衝撃」12月26日まで （谷口弘樹）

勉強会「住まいへの思いを形にする」トーク開講

　10月26日キャンパスプラザ京都（JR京都駅西側）において、６回シリーズの勉強
会「住まいへの思いを形にする」トークを一般の参加者22人でスタートしました。初
回の講師は、牧彰氏（Ｕ設計主催）。建築設計は理科系の合理性だけでなく、文科系
の感性が大事と考える牧氏は自らの建築に対する精神、設計の大切さ、現在の日本の
建築の問題点など多くを語られました。
　特に印象的なことでは、建築の設計において、いかに自然を採り入れるかが大事だ
と、病院の建築を例に「19世紀のイギリスの偉大な看護士ナイチンゲールは、患者を
治すのは、医師でも看護士でもなく、きれいな空気、きれいな水、病室への日照、窓
からの眺めが患者を治す。その環境を作ることがわたしたちの役目と言っているが、
現在の日本の多くの病院にはそのことが欠けている。医師の立場での機能性を求め設
備に頼りすぎていると思う。建築を志す人は一度は病院の設計を経験することが大
切だ」と語られました。住宅の建築を考える場合でも大変参考になると思いました。
 （山本敬三）
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秋はイベント大忙し！／リース部門

　「味覚の秋」「読書の秋」とよく言いますが、私どもにとってはなんと言っても「イ
ベントの秋」。この季節、当組合リース部門は、各方面から色々なイベントでご利用
いただいています。つい先日は「京都青年中央会Cap-Festa！」でお手伝いさせて
いただきました。JICのみなさん、お疲れさまでした。
　当組合の主なユーザーには京都府下の行政各機関や大学の学園祭、医療生協、舞台
監督などがあり、多種多様の方から注文をいただいております。主なものとして、現
場用仮設足場として使用している仮設材を利用し、ステージ周りのスピーカーを置く
台や照明を取り付ける「イントレ」などもレンタルしています。もちろん、ステージ
設営の請負もしています。その他、イベント会場でよく見かけるテント、パイプ椅子、
長机、仮設トイレなどもレンタルしています。
　京都らしいイベントとしては、お茶会などで使われる野点傘、床机、赤毛氈なども
扱っています。イベントと言えばおなじみのポップコーン機、綿菓子機、鉄板焼き機
などの模擬店商品まで、ありとあらゆる商品をレンタルしています。
　「こんなものは取り扱ってないだろう…」と思われる商品があれば、機材リースま
で一度お気軽にお問い合わせください。必ず探し出して見せます。 （𠮷田明弘）

ホームページのリニューアルに向けて

　10月21日、組合のホームページ刷新を目的に、常勤役員、事業部長らが、DJの福
井氏を交えて、初めてのミーティングを行いました。今回のホームページリニューア
ルに際して川久保理事長からの、①住宅のリノベーション、②最先端のものにする、
③新たな組合像の打出し、の３本柱で行うとの提案を受け、議論を行いました。
　福井氏からは、ソーシャルネットワーク（SNS）を活用したインターネットをメ
ディアとして捉え、例えばツイッターやフェイスブックとのリンクによる、組合員さ
んや消費者の生の声を常に感じられるものしたらどうか、などの意見が出されました。
その他、現場の状況を毎日更新したり、各事業部の声を毎月更新したり、組合員さん
の状況を常に紹介したり…などなど。
　会議の議論の着地点としては、生きたホームページを構築しようという大きな柱を
確認しました。みなさん、新たなホームページの完成にご期待ください。 （池田光繁）

成岡さんの話に共鳴
　10月25日に理事研修会を、成岡マネジメントオフィス代表成岡秀夫氏を講師としてお招
きし開催いたしました。
　正直私自身、企業コンサルタントという人種があまり好きではない。年配のコンサル
タントは精神修行的、若いコンサルタントは数字only……私の場合、精神修行なら近く
に比叡山、数字のことなら近所に公文があるじゃないかと、いうような感じで、あまり!?
かなりコンサルタント業が好きではない。
　そんな私が参加し、感じたことは素直に“良かった”でした。大企業やITを題材にする
のではなく、我々と同じ業種、同じ規模、そしてまだ道半ばの会社が題材だったと事もあ
り、非常に入りやすく、また成岡氏の経歴も興味深く人柄にも好感がもてました。
　次回は、組合員さんにも参加して頂きたいと思い、本部にお願い致しました。ご興味あ
る方は是非ご参加ください。 （西山英樹）
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組合員事業紹介／株式会社  日商建材

企業名　株式会社　日商建材
所在地　本社：京都市南区吉祥院西ノ庄渕ノ西町35番地
　　　　福知山営業所：京都府福知山市土師新町１丁目157番地
代表者　深江　久
設立年月日　昭和48年2月28日
事業内容　防水工事・屋根工事・板金工事

《代表者紹介》昭和19年、宮崎県最南端串間市に生まれ、学校を卒業するまで暮らす。
卒業と同時に大阪のゼネコンに就職し現場員・現場所長として務め、昭和51年に退社。
株式会社日商建材に入社し現在に至る。日商建材に入って感じたことは、監督時代に
は図面どおりに、また工程どおりに進めることが監督員の仕事でしたが、専門業種（防
水工事）となると、より深く勉強しながら掘り進めていかなければなりません。進む
ほどにより難しくなっていくのが現状です。水は何処から入って何処に漏水するか、
数十年この仕事にかかわっていますが、いまだに難しい問題です。しかしながら、こ
れが専門業者の仕事だとして頑張っていきたいと思っています。漏水・防水改修工事
などありましたら、本社または北部の方は福知山営業所で対応させて頂きますので宜
しくお願いいたします。

《組合へ一言》昨年から新京支部役員として参画させていただいております。今後と
も宜しくお願いいたします。

足場の歴史

　京都をぶらり歩いてみますと、所々でお寺を見かけます。その中には、高層の建造
物もあります。その代表的なものは、東寺の五重の塔です。見上げていますと、「昔の
人はこのような高い建物をどのようにして建てたのか」と興味深い疑問がわいてきます。
　建築に際して、現在は鋼管製の枠組足場、クサビ式足場が用いられています。では、
昔はどうだったのでしょうか。浮世絵の「東海道五十三次」の吉田宿の絵には、吉田
城の普請の模様が描かれています。作業中の職人の一人が、城の入道檜で組まれた足
場の上から、大名行列を眺めているのが見てとれます。建て前の済んだ構造物の周り
に、細い丸太で足場を組んでいたようです。では、現在丸太足場があまり用いられな
くなったのはどうしてでしょうか。
　昭和20年代後半、大手の建設業者の間で、鋼管足場の開発が本格化しました。昭和
29年５月、東京都の東京産業会館の施工現場で単管足場が使用されました。その後、
鋼管足場が普及し現在に至っています。現在、建築現場において足場は不可欠なもの
です。そのために、作業しやすい安全な足場が組まれることを望みます。
 （㈱DAYTORA　横田）
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「全青中」短信

「どうせ○○シリーズ」

　全国中小企業青年中央会は47都道府県が会員であることは以前説明したと思います
が、今、各県では「どうせ○○シリーズ」が密かなブームになっています。例えば「ど
うせ買うなら青年中央会」「どうせ泊まるなら青年中央会」…私が求める青中での内
需拡大です。「どうせ買うなら」シリーズは福井県、滋賀県、兵庫県、神奈川県など。「ど
うせ泊まるなら」シリーズは神奈川県、京都府、また千葉県と栃木県旅館組合がコラ
ボして青中プランができています。
　また、各県で「ビジネスブック」なども作成されており、青年中央会内で動きが徐々
に出ています。結果、福井県では年間1500万の売り買いが行われ、青年中央会をフル
に活用されています。さらなるバージョンアップで、今後も会員間の連携に拍車がか
かるのではないでしょうか…。
　全青中では今期より、全国にこうした事例を周知すべく、全青中のHPに情報公開
をしていくこととしました。今後は各県の事業においても事業報告などもアップして
いき、みなさんの参考になればと思っています。
　建設協組においても、同業種間の連携もさることながら、異業種との交流におい
て新たなビジネス展開を考える時期がきたのではないでしょうか。「何をすれば良い
の？」「誰とすれば良いの？」…個人で動いても実現できないことも、組合と連携す
ればできることもあるのではないでしょうか。
　例えば、旅館組合の改修工事、建築士会との交流など…こんなことは誰でも考える
し、旅館に至っては専属の工務店が入っているのでダメ、とか思っていませんか。こ
のようなことは、全国ではすでになされている事例もあると聞いていますし、ダメも
とで取り組んでもよいのではないでしょうか、まずは動くことです。
　いま建設業界は業者数が飽和状態で、分母（顧客）に対し分子（業者）が３倍ほど
とバランスが悪く、単価の叩き合い…。これでは良くなることはありませんし、一人
勝ちできる時代でもありません。
　正当な単価の下、いま一度組合間で精査し、本当の建築の価値観を見出す時期がき
たように思います。「組合が何とかしてくれる」時代は終わっています。だからとい
って組合に対して何かしようと言う気にもならない…これでは組合の存在価値、意義
がありません。これからは、今までの環境からプラスαしていかないと時代に乗り遅
れ、気がついた時には列車に乗り遅れます。「誰かがやってくれるだろう」では今の
時代は生き残れません。環境を変えるべく一度組合を有効利用してみよう！と取り組
んでもよいかもしれませんね。
　最後に、我良し、人良し、世間良し…この三方良しで、混沌とした時代を切り抜け
ましょう！ （全国中小企業青年中央会会長　堀井聖介）
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投稿／社会起業シリーズ⑳

事業継続マネジメント（BCM）とは？（1）

　３・11東日本大震災後、日本でも企業社会を中心に静かな関心を集めつつある「事
業継続マネジメント（以下、BCM＝Business Continuity Management）」につ
いて、中小規模の建設業者の立場から考えてみたい。
　まず、日本建設業団体連合会が2006年に策定した「建設BCP（業務継続計画）ガ
イドライン」は、大規模地震を想定したもので、一事業者の業務継続（災害による事
業停止からの早期回復）に加えて、地域社会や重要インフラ（電気・ガス・水道・通
信・交通など）の復旧における建設業界の社会的責任を強く意識したものになってい
る。また、中小企業庁が同年策定した「中小企業BCP（業務継続計画）策定運用指
針」や2008年の「中小企業事業継続計画（BCP）ガイド─緊急事態を生き抜くため
に」は、緊急事態にあっても事業継続を確保できるよう、自己診断や計画策定を支援
するツールを提供し、特に後者はWEB上（http://www.chusho.meti.go.jp/bcp/
index.html）から利用できるようになっている（注：BCPは、BCMの体系的取り組
みによって実効性の高いものになる＝後述）。
　それでは、なぜいまBCMなのか？　世界の自動車産業に長期の影響を与えた東日
本大震災でのルネサスエレクトロニクス社の例や、タイの大水害による自動車・電子
産業への大打撃の例を出すまでもなく、サプライチェーンの一企業が災害や事故で操
業を停止したことでサプライチェーン全体が機能マヒに陥り、GDPさえ押し下げる。
お隣の韓国では、法律で企業の減災の取り組みを支援する仕組みをつくり、認証企業
には経済的インセンティブ（減税、入札時の優遇、信用保証など）を与え、産業界全
体の底上げを図っている。東日本大震災で被災し、一時操業不能になった部品製造工

滅びの美学からこだわりの美学で、日本人が蘇えるために
　全京都建設協同組合（川久保理事長）と「こだわりの会」（池田会長）が一緒になって
開催した建築士トークの集まりに参加しました。
　第一回は、牧設計士から問題提起の講演があり、参加者からの熱い思い、感想、提案が
こもごも語られました。牧講師は、歴史の中から建築が生まれること、建築技術も歴史の
重みを超えて残ることなど、実体験をもとに語られました。記念すべき第一回の内容とし
て素晴らしい提起でした。
　「こだわりの会」の池田会長とは旧知の仲ですが、なぜ「こだわりの会」なのか、残酷
な歴史に取り残されず、哀愁を讃えながら滅んでいく物を何とか歴史の表舞台に再び復活
させることに「こだわる」会長です。
　これまでも例えば着物が、歴史の舞台から消え失せていきました。京都の町家建築がマ
ンションに取って代わり消え始めています。テレビに押されてラジオ放送がなくなりつつ
ありました。それら歴史から消えていく物を、見事に「こだわる」信念で池田会長が、ま
たもや地上に復活させたことは歴史的な事実です。
　その「こだわる」池田会長が、あえて全京都建設協同組合と建築士にこだわられたので
しょう。ご高齢になってもいつも物事にこだわり、「滅び行く物事の当事者」「傍観者」を
見つめ、そこへ「改革者」を結び付け、まとめ、見事に歴史の舞台に新たに復活させる─
いま全京都建設協同組合にこだわられたことに、私は感謝の気持ちでいっぱいです。敗戦
のドン底にいた日本国を見事に復活させた日本人のように、私たちは「こだわりの会」を
つくり、滅び始めた日本国を復活させ、再び歴史の舞台に躍り上げる改革者になりたいも
のです。 （近藤暢造）
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場は、導入していたBCMを運用。地震発生から数時間後には各部署から被災状況を
集約し、復旧予測日を本社と協議。いち早く取引先に伝え、継続的な取引と信用を維
持した。いまや、危機管理、リスクマネジメント、BCM、及び企業ガバナンスに投
資することは、企業の存続のみならず企業価値向上の不可欠の要素となっているので
ある。（次号につづく） 【環境マネジメントコンサルタント　杉原卓治 】

 法律Ｑ＆Ａ 
　自転車走行にご注意を！

　Ｑ　私は自転車を愛用しています。自転車の走行に関する取り締まりが厳しくな
ったというニュースを聞いたのですが、どのような点に注意する必要があるでしょ
うか？
　Ａ　そもそも自転車は道路交通法では車両の一種（軽車両）とされ、さまざまな
ルールが定められており、中には重い罰則が定められているものもあります。例え
ば、次のようなものです。
　　①車道を通行するのが原則（罰則あり）
　　②道路の左側を通行する（罰則あり）
　　③歩道は歩行者優先で、車道寄りを走行する（罰則あり）
　　④安全ルールを守る
　　　・ 飲酒運転の禁止（５年以下の懲役又は100万円以下の罰金という重い罰則

あり）
　　　・２人乗りの禁止（罰則あり）
　　　・傘さし運転禁止（京都府道路交通規則による罰則あり）
　　　　自転車に傘を取り付けた場合も道路交通法違反になる場合があります。
　　　・イヤホンを聞きながらの運転の禁止
　　　　多くの条例で罰則が定められています。
　　⑤子どもはヘルメットを着用する
　しかし、こうした厳しいルールは必ずしも十分に意識されておらず、平成22年に
は全国で15万件の事故が発生し、交通事故全体の20％を超えてしまいました。この
ような状況に鑑み、警察などが、指導・取り締まりに本腰を入れるほか、講習など
を通じてこの世代のマナー向上も図る方針を打ち出したのです。
　自転車事故でも、相手を死傷させた場合は重過失致死傷罪になる場合があり、民
事上も自動車事故と同じ損害基準で算定された重い賠償責任を負わされることがあ
ります。したがって、交通ルールを守って安全に走行すべきことはもちろんですが、
万一の事故にそなえて、自動車やバイクと同じように賠償義務への対処をしておく
ことも重要です。そのためには、賠償保険がセットされている家族傷害保険やファ
ミリー交通傷害保険に加入する、自転車に「TSマーク」の手続をするなどの方法
があります。 （京都第一法律事務所　弁護士　谷　文彰）
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女性による女性のための「乳がんセミナー」

　10月14日、京都工業会館において、富士火災さんの協力による「乳がんセミナー」
を開催しました。参加者は３人でしたが、気軽に質問や感想を言うことができました。
　女性の死亡原因のトップはがんです。実に４人に１人の方ががんで亡くなっていま
す。がん罹患率は乳房、大腸、胃、肺、子宮の順となっており、日本では毎年およそ
３万5,000人が乳がんと診断されています。早期（Ⅰ期まで）は、がんの発見、治療で
９割以上が治癒可能です。しかし、無料クーポンの配布があるにもかかわらす、検診
率はまだまだ低いのが現状です。少しでも異常を感じたら、ためらわず専門医の診療
を受けることが大切です。また、免疫力を高めるには、笑うのが良いとのこと。気分
が暗くなりがちなときでも、口元を上に上げるだけでも効果があるというお話でした。

「がん」はどんな病気？最先端医療マメ知識

　私たちのからだは約60兆個の細胞からなっています。そのうち毎日１％くらいの細
胞が死にますが、細胞分裂によって新たな細胞が次々と生まれて補っています。これ
らの正常な細胞に遺伝子の突然変異やさまざまな要因が重なり、がん細胞が発生しま
す。がんはすべての臓器・組織に発生しますが、発生した場所や組織により呼び方が
異なり、内蔵や皮膚など上皮細胞が悪性化したものを「がん」、その他の細胞が悪性
化したものは肉腫とか白血病、リンパ腫などと別の名前で呼ばれます。
　がんには次の３つの特徴があります。
① 自律性増殖…がん細胞は正常な新陳代謝の都合を考えず、自立的に勝手に増殖を続
ける。
② 浸潤と転移…周囲にしみ出るように広がる（浸潤）とともに、体のあちこちに飛び
火（転移）し、次から次へと新しいがん組織をつくる。
③ 悪液質…がん組織は、他の正常組織が摂取しようとする栄養をどんどん取ってしま
い、体が衰弱する。 （協力：富士火災海上保険（株））

各種技能講習／労基連

●玉掛け②③④
日　程：〔学科〕12月15日（木）・16日（金）
　　　　〔実技〕12月17日（土）
会　場：京都市
受講料：17,850円、テキスト1,600円
●フォークリフト運転①
日　程：〔学科〕12月５日（月）・６日（火）
　　　　〔実技〕第１班：12月７日（水）・８日（木）・９日（金）
　　　　　　　 第２班：12月13日（火）・14日（水）・15日（木）
会　場：京都市
受講料：29,925円、テキスト1,575円
●乾燥設備②④
日　程：〔学科〕12月12日（月）・13日（火）
会　場：京都市
受講料：8,400円、テキスト1,155円
●酸素欠乏・硫化水素危険作業主任者①
日　程：12月19日（月）・20日（火）・21日（水）
会　場：京都市
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受講料：15,750円、テキスト2,310円
●有機溶剤作業主任者①
日　程：〔学科〕12月８日（木）・９日（金）
会　場：京都市
受講料：会員8,400円、テキスト1,680円
●アーク溶接①
日　程：〔学科〕12月２日（金）・〔学科、実技〕３日（土）
会　場：京都市
受講料：一般13,000円、会員11,000円、テキスト1,050円
【問合せ・申込み】①（社）京都労働基準連合会　Tel.075-321-2731　②（社）京都南労働
基準協会　Tel.075-611-8286　③（社）京都上労働基準協会講習事務所　Tel.075-463-
2735　④京都下労働基準協会講習事務所　Tel.075-561-5000
※各講習会は、連合会のホームページhttp://www.kyoukiren.or.jp/で確認できます。

作業主任者等各種講習会／建災防

●職長・安全衛生責任者教育
日　程：12月７日（水）・８日（木）
会　場：京都建設会館
受講料：15,000円
●職長のためのリスクアセスメント教育
日　程：12月８日（木）
会　場：京都建設会館
受講料：8,000円
【問合せ・申込み】建設業労働災害防止協会　京都府支部　〒604-0944　京都市中京
区押小路通柳馬場東入　京都建設会館別館内　Tel.075-231-6587　Fax.075-251-0058
　受付時間：午前９時～午後５時
※ホームページから講習予定、申込書が取り出せます。
http://homepage2.nifty.com/KYO-KENSAI/



建設協組news Light　　　　2011.1212

理事会Report

組合Diary

● 10月度定例理事会は、10月25日（火）午後７時から京都工業会館で理事12人の出席
で開催されました。
第１号議案　仕事興しについて
第２号議案　事業の計画と結果について
第３号議案　第３回支部長会議の結果について
第４号議案　第５回支部交流ソフトボール大会について
第５号議案　12月理事会について
第６号議案　その他
　　　　＊理事会後、成岡秀夫氏を講師に理事会研修会をしました

10／14　 耐震研修会「京都府における木
造住宅の耐震化の促進」

　　　　乳がんセミナー
10／19　第３回支部長会議
10／25　定例理事会
10／26　 「住まいへの思いを形にする」

トーク
11／９　　　　　　　〃

10／21　新京（役）
10／27　久御山（役）
11／７　洛中（役）
11／16　洛南（役）
11／18　右京（役）

　ＴＰＰのことと企業の自力のことをいろいろ考えていると、反対とか賛成とかの判
断をする以前の問題意識が行ったり来たりする。ＴＰＰという大きな波が押し寄せて
きて、中小企業は飲み込まれ沈没する。一方規模の大小にかかわらず、商品や技術で
勝負していっている企業も少なくない。その市場はグローバルもあればローカルもあ
る。企業経営の基本はここだと思う。となると、ＴＰＰは……。この紙面もどう対応
したらいいか揺れる。 　（か）

■編集後記

本部 支部


